
下
水
道
課 

☎
66
◆

1
1
4
0

下
水
道
へ
の
接
続
を

下
水
道
に
は
、
汚
れ
た
水
を
浄

化
し
て
環
境
を
守
る
大
切
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
を
使
用
で

き
る
地
区
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

宅
地
内
の
接
続
工
事
は
、
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
が
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

汲
み
取
り
便
所
か
ら
水
洗
便
所

へ
の
改
造
や
浄
化
槽
を
撤
去
し
て

下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

無
利
子
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課 

☎
66
◆

1
1
0
6

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
皆
様
へ

第
十
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
対
象
者　

平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、
公

務
扶
助
料
や
援
護
法
に
よ
る
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
り
先
順

位
遺
族
代
表
者
一
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時

の
遺
族
の
方
で

①
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹

④
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
。
そ

の
他
条
件
あ
り
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
5
年

償
還
の
記
名
国
債

請
求
期
間　

平
成
30
年
4
月
2
日

ま
で（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

受
付
窓
口　

福
祉
課

秘
書
広
報
課 

☎
66
◆

1
1
6
1

地
域
懇
談
会
の
開
催

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接

意
見
交
換
す
る〝
地
域
懇
談
会
〞

を
、
今
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
重
点
施
策
や
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

テ
ー
マ
、
地
域
の
問
題
に
つ
い
て
、

意
見
を
交
わ
し
ま
し
ょ
う
。
当
日
、

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
大
塚
中
学
校
区

と　

き　

6
月
27
日
㈯

　

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ　

大
塚
公
民
館

○
三
谷
中
学
校
地
区

と　

き　

7
月
5
日
㈰

　

午
後
7
時
〜

と
こ
ろ　

三
谷
公
民
館

※
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合

な
ど
緊
急
時
は
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

三
河
海
上
保
安
署

☎
0
5
3
2
◆

34
◆

0
1
1
8

未
来
に
残
そ
う
青
い
海

6
月
を
海
洋
環
境
保
全
推
進
月

間
と
し
て
海
洋
環
境
の
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

海
や
川
に
ご
み
や
油
、
廃
船
を

捨
て
ず
、
一
人
一
人
が
青
い
海
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

海
へ
の
ゴ
ミ
の
投
棄
や
海
洋
汚

染
、
海
で
の
事
件
・
事
故
を
見
か

け
た
ら「
118
番
」へ
。

環
境
清
掃
課 

☎
57
◆

4
1
0
0

住
ま
い
の
音
に
気
配
り
を

普
段
生
活
す
る
上
で
、
音
に
つ

い
て
意
識
を
し
て
い
ま
す
か
。

生
活
に
伴
い
発
生
す
る
生
活
騒

音
は
、
人
に
よ
っ
て
感
じ
方
が
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
自
分
が
出
し

て
い
る
音
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に

周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

周
囲
に
不
快
感
を
与
え
な
い
た

め
に
、

①
音
を
出
す
時
間
に
配
慮
し
ま
し

ょ
う
。

②
音
を
小
さ
く
し
た
り
、
外
に
漏

れ
な
い
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
ご
近
所
づ
き
あ
い
を
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し

ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か
い
・
気

く
ば
り
で
、
人
に
や
さ
し
い
生
活

を
し
ま
し
ょ
う
！
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瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

小
田  

悦
司
さ
ん（
68
歳
）

〈
清
田
町
〉

小
田
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
4
月
蒲
郡
市
消
防
吏
員
に
採
用
さ
れ
、
以

来
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る
た

め
、
消
防
の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
予
防
課
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
か

ら
得
た
知
識
と
技
術
を
も
と
に
、
部
下
の
指
導
育
成
に
努
め
る
な
ど
、

本
市
消
防
行
政
の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

藤
城  

修
二
さ
ん（
71
歳
）

〈
港
町
〉

藤
城
さ
ん
は
、
昭
和
42
年
に
愛
知
県
警
に
採
用
さ
れ
、
以
来
37
年
有

余
の
長
き
に
わ
た
り
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
警
察

の
最
前
線
で
ご
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
岡
崎
警
察
署
、
豊
橋
警
察
署
を
始
め
県
内
各
署
勤
務
を

通
し
て
治
安
の
維
持
に
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
深
い
知
識
と
洗
練

さ
れ
た
技
術
を
も
っ
て
後
進
の
指
導
育
成
に
努
め
る
な
ど
、
警
察
行
政

の
進
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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